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仕
へ
て
ゐ
ら
れ
た
似
臣
で
其
話
し
振
り
頗
る
洒
々
右
梱
々

の
庭
園
の
特
徽
は
何
れ
の
眺
め
も
悉
く
正
面
よ
り
見
る

を
マ
J

ら
れ
た
一
人
の
方
は
、
六
代
以
前
か
ら
入
條
宮
に

庭
園
を
鴛
す
Q

明
治
十
六
年
九
月
離
宮
ご
な
っ
た
。
こ

暫
く
休
憩
の
後
二
糾
に
分
れ
て
邦
観
す
る
°
案
内
の
勢

見
奉
行
小
堀
遠
州
畢
生
の
心
血
を
傾
注
し
て
途
に
今
の

し
、
西
は
西
山
一
帯
を
望
み
北
は
遥
か
に
嵐
山
を
見
る
。

た
別
顎
が
此
離
宮
の
前
身
で
あ
る
。
後
幕
命
に
依
h
伏

宮
は
葛
野
郡
桂
村
字
下
桂
に
あ
っ
て
、
東
は
桂
川
に
攪

天
正
十
七
年
豊
臣
秀
吉
入
條
智
仁
親
王
の
総
に
築
い

し
て
、
霜
を
か
ぶ
つ
た
大
根
が
虞
々
残
っ
て
ゐ
る
0

離

歩
む
今
H
か
な

て
ゐ
る
。
晩
秋
の
桂
村
に
は
紅
葉
も
殆
ん
ざ
散
り
つ
く

一
帯
の
風
光
、
向
ふ
堤
の
上
セ
歩
む
人
す
ら
、
け
ぶ
つ

昭
和
五
年
十
一
月
舟
H
小
倉
理
事
長
以
下
堂
友
會
員

―
二
十
有
餘
名
、
雨
離
宮
の
弁
観
を
許
可
せ
ら
れ
た
。
天

一
面
の
青
苔
殆
．
さ

活
躍
す
る
吾
人
に
は
、
正
に
近
づ
き
難
き
仙
衰
で
あ
る
。

シ

マ

マJ
つ
宮
の
山
齊
の
細
道
お
ほ
け
な
く
う
ま
人
さ
び
て

： 

ら
の
朝
霧
は
桂
川
の
消
冽
な
る
流
に
箪
め
て
模
糊
た
る

幽
遂
の
威
練
撒
ご
た
だ
よ
ふ
0

H
頃
隈
の
多
い
商
都
に

六
新
京
阪
騨
午
前
八
時
出
登
九
時
桂
離
宮
参
入
°
折
か

地
を
掩
ひ
、
桂
川
の
水
を
引
き
た
る
池
y

に
相
依
つ
て
、

一
歩
御
庭
に
足
を
入
れ
る
こ
、

桂
‘
修

る゚
徴
胞
も
官
僚
的
色
彩
が
な
く
、
何
マ
よ
は
く
親
し
み
が
あ

昔

代

學

院

雨

離

宮

拝

観

記

節

雄



も
及
ぶ
。

を
さ
ま
す
こ
さ
が
多
い
。
交
通
機
闊
の
進
出
は
雲
上
に

し
て
村
名
に
残
る
0

修
學
院
の
名
此
に
出
づ
0

幕
府
後

ゐ
る
0

播
磨
守
佐
伯
公
行
の
創
せ
し
修
學
院
、
既
に
殷

時
咎
笛
の
総
、
名
苑
の
閑
け
さ
を
破
ら
れ
、
鯉
魚
の
夢

あ
る
0

桂
離
宮
の
平
地
に
到
し
て
、
こ
は
山
を
負
ふ
て

ぽ
ゆ
る
。
近
末
新
京
阪
電
車
の
線
路
敷
設
に
よ

b
、
常

合
は
せ
た
0

離
宮
は
高
野
川
の
東
、
比
叡
山
の
西
麓
に

そ
の
成
立
の
古
き
た
め
に
、
遥
に
古
雅
の
優
れ
る
を
お

市
電
の
在
郷
軍
人
’rJ

帝
塚
山
女
學
校
生
の
間
慨
こ
が
末

で
あ
る
°
其
面
精
修
學
院
の
大
に
比
す
べ
く
も
な
い
が
｀

緑
ご
紅
葉
の
差
で
ま
た
趣
が
異
つ
て
ゐ
る
。
丁
度
大
阪

に
吾
人
の
歩
を
印
す
る
こ
ビ
を
得
た
の
は
今
H
の
喜
ぴ

は
降
ら
す
。
先
年
春
の
邦
観
の
時
こ
こ
の
秋
こ
は
、
新

て
立
つ
。
緑
苔
の
全
面
に
横
溢
す
る
こ
の
天
下
の
名
苑

町
柳
叡
山
電
鐵
の
終
貼
へ
°
修
學
院
で
下
車
先
年
見
覺

を
待
っ
て
ゐ
る
時
又
も
大
降
り
ご
な
る
。
幸
ひ
邦
観
中

龍
田
川
原
の
此
虞
に
移
れ
り
さ
息
ふ
池
の
水
を
俯
敵
し

わ
の
あ
る
逍
を
修
學
院
離
宮
へ
°
門
前
に
皆
の
揃
ふ
の

峠
に
龍
田
屋
の
暖
簾
の
か
、
る
風
俯
を
聞
き
及
ん
で
、

古
書
院
、
中
の
害
院
、
御
幸
殿
然
り
0

秋
紅
葉
貨
葉
の
交
、

降
り
ご
な
る
0

四
條
大
宮
か
ら
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
、
出

桂
川
の
汎
濫
を
豫
愁
し
て
建
物
す
べ
て
高
脚
を
有
す
る

な
る
。
中
々
止
み
さ
う
な
形
勢
で
は
な
い
0

が
時
々
小

の
如
ぎ
幽
趣
あ

b
、
ま
た
高
所
に
は
峠
の
風
光
あ

b‘

四
條
大
宮
に
出
る
°
途
中
か
ら
暴
b
勝
ち
の
空
は
雨
こ

巧
妙
極
ま
れ
り
ご
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

一
隅
に
は
深
山

V
0
河
畔
の
料
亭
に
て
中
食
を
喫
し
、
嵐
山
電
車
に
て

心
地
し
て
、
背
面
の
威
な
き
こ
こ
で
あ
る
0

造
園
術
の

桂
離
宮
を
僻
し
て
、
再
び
新
京
阪
に
搭
じ
嵐
山
に
赴

ニ
ー
四



た
る
小
径
を
博
ひ
、
石
走
る
垂
水
に
咽
喉
の
か
は
き
を

こ
の
離
宮
の
玉
砂
利
を
踏
む
3

身
も
た
な
し
ら
に
羊
腸

二
―
五

限
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
し
か
る
に
卒
芥
の
臣
の
身
を
も
て

う
0

時
代
に
よ
り
、
至
尊
必
す
此
虞
に
行
幸
あ
る
マ
J

は

水
尾
上
皇
の
総
に
此
離
宮
を
造
螢
す
。
幕
府
の
政
治
的

束
縛
干
諄
の
御
幸
に
も
及
び
て
、
後
水
比
院
の
御
幸
僅

段
に
分
れ
、
低
き
よ
り
高
き
に
及
ん
で
各
々
御
茶
屋
が

あ
る
0

御
茶
屋
は
す
べ
て
桂
の
そ
れ
の
如
く
廣
か
ら
す

使
臣
等
の
固
遊
會
を
催
さ
せ
ら
れ
た
る
ご
き
、
林
泉
の

雨
は
遂
に
ざ
し
ゃ
降
り

t
．
な
り
全
身
濡
鼠
こ
な
る
3

走

る
。
走
る
0

傘
の
な
い
悲
哀
°
息
が
切
れ
て
し
ま
ふ
。

雨
の
玲
に
會
員
は
散
々
に
な
る
0

早
く
蹄
阪
し
た
人
あ

h
、
お
く
れ
し
人
が
あ
り
、
そ
の
行
方
恰
も
今
H
の
秋

幽
趣
に
腑
き
の
目
を
闘
っ
た
の
は
彼
國
の
人
々
で
あ
ら

離
宮
セ
僻
し
、
修
學
院
の
電
車
の
騨
へ
さ
急
ぐ
時
、

は
少
し
の
間
止
ん
で
ゐ
る
。

く
風
致
に
叶
ふ
て
ゐ
る
0

御
即
位
證
に
際
し
て
、
外
國

の
蹄
途
に
詩
仙
党
を
訪
れ
た
こ
こ
が
甦
つ
て
末
る
。
雨

か
な
ひ
、
壽
月
観
、
窮
速
軒
等
、
簡
素
な
る
御
建
物
よ

文
化
住
宅
の
不
調
和
に
著
し
く
害
さ
れ
る
Q

先
年
こ
こ

業
を
見
る
0

新
緑
、
紅
葉
、
心
号
娯
共
に
よ
く
、
遠
望
に

つ
て
ゐ
る
露
、
騒
行
は
な
い
が
、
高
所
か
ら
の
展
望
は
、

域
内
に
林
宮
寺
が
あ
り
ま
た
、
畑
を
備
へ
、
田
夫
の
作

離
宮
に
て
も
然
り
で
あ
る
。
こ
こ
は
電
車
か
ら
遠
ざ
か

つ
る
は
す
こ
ぶ
る
川
齋
の
消
淮
を
け
が
す
に
似
る
°
桂

て
浮
ぶ
。
近
代
式
の
家
屋
離
宮
の
外
園
に
し
て
眼
に
う

か
に
敷
度
に
過
き
な
か
っ
た
0

離
宮
は
上
ぶ
て
、
下
J

な
か
ひ
に
見
る
°
嵐
山
愛
宕
の
諸

ILi秋
雨
に
模
糊
マ
J

し

懐
徳
党
の
恩
恵
に
浴
し
て
溶
龍
池
の
紅
葉
映
ゆ
る
を
ま

止
む
る
身
の
幸
は
如
何
0

秋
雨
時
に
降
り
時
に
止
む
。



△
勅
語
捧
讀
式
本
年
は
数
育
勅
語
換
疲
四
十
周
年
に

文
學
博
士
松
山
直
賊
先
生
著
は
す
所
の
「
北
宋
五
子
哲

△
北
宋
五
子
哲
學
刊
行

昭
和
五
年
十
月
五
H
記
念
祭
骰
典
を
執

行
し
、
終
つ
て
文
學
槽
士
鈴
木
虎
雄
先
生
の
「
呂
氏
郷

約
の
大
要
」
こ
題
す
る
記
念
講
演
め
り
。

△
記
念
祭
典

悔
週
土
曜
El
開
講
の
定
期
講
演
は

懐

徳

堂

記

事

迄
に
改
む
。

り
開
講
せ
し
を
昭
和
六
年
一
月
よ
り
同
七
時
よ
り
九
時

玉
砂
利
を
踏
む

湘
園

従
来
同
請
義
は
午
後
六
時
よ

ご
つ
宮
の
林
の
中
の
こ
こ
か
し
こ
身
も
た
な
し
ら
に

あ
b
o

幾
掬
ひ
し
つ

き
こ
つ
宮
所

黒
本
植
先
生
の
國
慨
論
及
び
思
想
問
題
に
就
て
の
講
演

お
は
け
な
く
林
泉
り
幽
趣
ま
な
か
ひ
に
仰
ぎ
ま
つ
り

誌
に
牧
載
す
）
昭
和
六
年
五
月
二
十
一
―
-
H
金
澤
の
儒
者

ご
つ
宮
の
山
よ
b
出
づ
る
谷
水
セ
か
は
き
ご
ざ
む
こ

に
悦
ぶ
。

倉
理
事
長
の
一
場
の
講
話
ぁ
b
o

十
一
月
二
十
―

-
H
文
學
博
士
野
田
義
夫

っ
た
方
々
に
成
謝
の
枕
を
棒
げ
堂
の
恩
頼
の
深
甚
な
る

よ
り
牧
育
勅
語
捧
讀
式
を
行
ひ
、
終
つ
て
財
津
放
授
小

雨
に
似
て
あ
い
ま
い
だ
。
今
日
の
邦
観
に
お
遊
力
下
さ

相
常
す
る
を
以
て
十
月
三
十
El
授
業
を
休
み
午
後
七
時

△
臨
時
講
演

先
生
の
「
数
育
勅
語
マ
J

國
民
逍
低
」
ご
題
す
る
講
演
（
本

△
文
科
講
義
時
間
改
正

△
定
期
講
演
改
稲

同
年
一
月
よ
り
「
土
曜
講
演
」
ご
改
稲
す
。

四
月
二
十
五

H
故
本
堂
放
授

二
―
六


